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岸
田
首
相
は
、
防
衛
費
増
額
の
た
め
の

財
源
に
関
し
、
税
外
収
入
と
し
て
国
立
病

院
機
構
（
Ｎ
Ｈ
Ｏ
）
か
ら

4
2
2
億
円
、
地
域
医
療

機
能
推
進
機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
）
か
ら
3
2
4
億
円
も

の
積
立
金
を
返
納
さ
せ
、

防
衛
費
に
充
当
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
は
年
金
保
険
料
に
よ

っ
て
作
ら
れ
て
い
る
た

め
、
積
立
金
が
不
要
見
込

み
と
な
っ
た
場
合
、
本
来
は
年
金
特
別
会

計
に
返
納
さ
れ
る
決
ま
り
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｏ

の
積
立
金
も
、国
庫
へ
返
納
さ
れ
た
場
合
、

医
療
の
た
め
に
使
わ
れ
る
の
が
筋
で
す
。

防
衛
費
増
額
の
た
め
に
、
日
本
の
医
療
や

社
会
保
障
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
今
、
平
時
か
ら
感
染

症
対
策
と
し
て
設
備
投
資
の
必
要
性
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
不
測
の
事
態
に
備
え
て

財
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
エ
ク
モ
な
ど
は
あ
れ
ほ
ど
足
り

な
く
て
困
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
各
病
院

で
機
器
を
ふ
や
し
、
人
材
を
育
成
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
5
月
よ
り
、
コ
ロ
ナ
の

感
染
症
法
に
お
け
る
位
置
付
け
が
2
類
相

当
か
ら
5
類
に
な
る
こ
と
で
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
や
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
ふ
え
、

公
費
の
支
出
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
余
っ

た
コ
ロ
ナ
対
策
費
を
防
衛
費
に
充
て
る
の

で
は
な
い
か
、
そ
の
た
め
に
コ
ロ
ナ
を
5

類
に
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

医
療
・
介
護
分
野
の
改
悪
も
、
現
実
味

を
増
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
後
期
高
齢
者

の
一
部
で
医
療
費
自
己
負
担
が
2
割
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
も
、
健
康
保
険
料
の
引

き
上
げ
、
介
護
分
野
で
は
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
有
料
化
や
自
己
負
担
割
合
を
1

割
か
ら
2
割
に
ふ
や
す
こ
と
な
ど
が

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
要
介
護
1
、

2
を
介
護
保
険
か
ら
は
ず
す
と
い
う
議
論

も
再
燃
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

防
衛
費
の
た
め
に
国
が
医
療
費
、
介
護

費
を
出
し
渋
れ
ば
、
失
わ
れ
る
命
が
ふ
え

か
ね
ま
せ
ん
。

2
月
14
日
、
東
京
土
建
も
加
わ

る
建
設
関
係
労
働
組
合
首
都
圏
共

闘
会
議
（
首
都
圏
共
闘
）
と
生
活

関
連
公
共
事
業
推
進
連
絡
会
議
の

共
催
で
「
建
設
労
働
者
2
・
14
春

闘
イ
エ
ロ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
開

催
し
、
1
5
0
人
（
東
京
土
建
は

29
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
国
会
議
員
会
館
で
集

会
を
行
な
い
ま
し
た
。
上
間
正
央

首
都
圏
共
闘
事
務
局
長
が
基
調
報

告
。
「
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
で

賃
上
げ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
私
た
ち
労
働
者
が
大

幅
賃
上
げ
を
求
め
る
声
を
あ
き
ら

め
ず
に
あ
げ
て
き
た
結
果
だ
。
一

方
、
建
設
で
は
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
は
前
年
比
5
・
2
％
ア
ッ

プ
と
本
日
発
表
さ
れ
た
。
引
き
上

げ
が
始
ま
っ
て
か
ら
合
計
す
る
と

65
％
を
超
え
て
い
る
。
し
か
し
建

設
従
事
者
の
賃
金
引
き
上
げ
は
低

い
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
賃

金
・
単
価
の
大
幅
引
き
上
げ
を
求

め
て
い
こ
う
」
な
ど
と
話
し
ま
し

た
。参

加
団
体
の
代
表
に
よ
る
決
意

表
明
（
東
京
土
建
は
小
坂
剛
賃
金

対
策
部
長
）
の
後
に
、
集
会
ア
ピ

ー
ル
を
拍
手
で
確
認
し
、
御
﨑
誠

人
首
都
圏
共
闘
事
務
局
次
長
が
集

会
終
了
後
、
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
頭
で
の

宣
伝
行
動
と
国
会
議
員
要
請
を
提

起
し
ま
し
た
。

新
橋
駅
頭
で
の
宣
伝
で
は
、
建

設
産
業
の
現
状
を
「
東
京
都
に
25

歳
未
満
の
大
工
は
7
8
0
人
し
か

い
ま
せ
ん
」
な
ど
と
書
か
れ
た
横

断
幕
で
知
ら
せ
な
が
ら
、
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
チ
ロ

ル
チ
ョ
コ
の
入
っ
た
宣
伝
物
を
配

布
し
ま
し
た
。

コールに合わせて黄色の軍手をしてボードを掲げる

2
月
15
日

に
小
金
井
宮

地
楽
器
大
ホ

ー
ル
に
て
、

「
三
多
摩
国

民
春
闘
勝
利

総
決
起
集

会
」
が
三
多

摩
国
民
春
闘

共
闘
会
議

（
以
下
、
三

多
摩
春
闘
）

の
主
催
で
行

な
わ
れ
ま
し

た
。
リ
ア
ル

集
会
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
か
ら
の

同
時
配
信
で
の
開
催
。
全
体
で
は

2
1
1
人
（
東
京
土
建
は
1
2
8

人
＋
Ｗ
Ｅ
Ｂ
2
支
部
）
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

三
多
摩
春
闘
の
芳
賀
次
郎
代
表

委
員
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
東
京

春
闘
共
闘
会
議
を
代
表
し
て
矢
吹

義
則
さ
ん
の
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
全
労
連
の
布
施
恵
輔
事
務
局

次
長
に
よ
る
「
米
国
レ
イ
バ
ー
ノ

ー
ツ
か
ら
学
ぶ
23
春
闘
」
と
題
し

た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

各
団
体
か
ら
の
訴
え
で
は
、
東

京
土
建
の
渡
辺
義
久
副
委
員
長
が

4
月
の
統
一
地
方
選
挙
を
見
す

え
、「
各
会
派
や
候
補
者
に
私
た
ち

の
切
実
な
声
を
届
け
、
大
軍
拡
、

大
増
税
を
許
さ
ず
、
イ
ン
ボ
イ
ス

廃
止
ま
で
と
も
に
闘
い
ま
し
ょ

う
」
と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

三
多
摩
春
闘
の
戸
久
世
洋
樹
事

務
局
長
か
ら
23
春
闘
で
の
ア
ピ
ー

ル
の
確
認
、
今
後
の
主
な
行
動
の

提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
土
建
の
労
働
対
策
部
と
仕

事
対
策
部
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問

題
周
知
の
た
め
に
全
戸
配
布
大
宣

伝
（
組
織
人
員
×
5
枚
相
当
）
を

提
起
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
2
月
17
日
、

三
鷹
武
蔵
野
支
部
で
は
2
回
目
と

な
る
配
布
を
行
な
い
ま
し
た
。
午

後
1
時
に
、
支
部
事
務
所
に
17
人

の
仲
間
が
集
合
し
ま
し
た
。
こ
の

日
の
三
鷹
武
蔵
野
支
部
の
行
動
で

は
、
本
部
作
成
の
チ
ラ
シ
に
加
え

て
、
「
解
体
・
改
修
工
事
に
お
い

て
事
前
調
査
の
届
け
出
が
義
務

化
」
と
「
点

検
商
法
に
ご

注
意
」
の
2

種
類
の
チ
ラ

シ
を
ホ
チ
キ

ス
止
め
し

て
、
築
年
数

が
20
年
経
過

し
て
い
そ
う

な
戸
建
て
に

配
布
す
る
こ

と
と
し
ま
し

た
。行

動
は
4

班
に
分
か

れ
、
事
前
に

準
備
し
た
住
宅
地
図
に
も
と
づ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
分
か

れ
、
ス
タ
ー
ト
。
須
藤
功
労
働
対

策
部
長
は
井
の
頭
分
会
の
仲
間
の

3
人
と
一
緒
に
、
武
蔵
野
市
境
南

町
、
三
鷹
市
上
連
雀
の
地
域
を
回

り
ま
し
た
。
須
藤
部
長
が
住
宅
地

図
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
配
布
を
指
示

し
な
が
ら
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
1
5

0
枚
を
約
1
時
間
半
で
配
布
し
終

え
ま
し
た
。

各
班
が
事
務
所
に
戻
っ
て
報
告

会
を
実
施
。
「
住
民
4
人
と
対
話

し
た
」
と
い
う
班
も
あ
り
ま
し

た
。
須
藤
部
長
は
参
加
者
を
ね
ぎ

ら
い
、
「
こ
の
よ
う
な
宣
伝
を
す

る
こ
と
で
住
民
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
を
期
待
し
た
い
。
4
月
以
降
も

継
続
的
に
行
な
っ
て
い
こ
う
」
と

ま
と
め
ま
し
た
。

2
月
15
日
、
都
庁
第
1
庁
舎
前

に
お
い
て
2
0
2
3
年
東
京
都
議

会
第
1
回
定
例
会
に
あ
た
り
、
都

民
連
、
東
京
社
保
協
、
東
京
地
評

の
3
団
体
共
催
で
集
会
を
行
な

い
、
1
0
0
人
（
東
京
土
建
は
60

人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
矢
吹
義

則
東
京
地
評
議
長
が
あ
い
さ
つ
。

「
第
1
回
定
例
会
は
来
年
度
の
予

算
を
審
議
す
る
重
要
な
議
会
。
急

激
な
物
価
高
で
苦
し
む
都
民
に
手

厚
い
支
援
を
す
る
の
が
行
政
の
仕

事
だ
。
私
た
ち
は
声
を
あ
げ
て
い

こ
う
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

参
加
団
体
の
5
人
の
代
表
が
決

意
表
明
を
行
な
い
ま
し
た
。
東
京

土
建
か
ら
は
渡
辺
義
久
副
委
員
長

が
、
資
材
価
格
高
騰
の
な
か
で
の

小
規
模
零
細
建
設
業
者
へ
の
支
援

の
必
要
性
、
都
内
で
の
広
が
る
公

契
約
条
例
、
建
設
国
保
の
予
算
要

求
の
取
り
組
み
な
ど
を
話
し
、「
さ

ま
ざ
ま
な
産
業
で
働
く
み
な
さ
ん

と
連
帯
し
、
奮
闘
す
る
」
と
決
意

を
の
べ
ま
し
た
。

集
会
に
参
加
し
た
浜
崎
菜
央
子

さ
ん
（
中
野
）
は
「
都
政
に
は
福

祉
の
充
実
を
求
め
た
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

東京土建を代表して渡辺副
委員長が決意表明

配布する井の頭分会の仲間。右から2人目が
須藤労働対策部長

2
月
13

日
、
国
会
議

員
会
館
で
イ

ン
ボ
イ
ス
制

度
を
考
え
る

フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
会
（
フ

リ
ー
の
会
）

が
制
度
の
見

直
し
を
求
め

て
業
界
横
断

の
記
者
会
見

を
実
施
。
小

泉
な
つ
み

（
フ
リ
ー
の

会
発
起
人
）
、
堺
剛
（
経
営
士
）、

宇
都
宮
健
児
（
弁
護
士
）
、
加
藤

梅
造（
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
経
営
者
）、

ブ
ン
サ
ダ
カ
（
映
像
ク
リ
エ
イ
タ

ー
）、
甲
田
崇
恭
（
野
菜
店
代
表
）、

塙
律
子
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
）
の
各
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界

の
置
か
れ
る
現
状
と
制
度
に
よ
る

深
刻
な
影
響
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

小
泉
氏
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
は
民

間
で
負
担
を
押
し
付
け
合
う
『
デ

ス
ゲ
ー
ム
』
構
造
だ
」
と
指
摘

し
、
宇
都
宮
氏
は
「
コ
ロ
ナ
禍
や

物
価
高
で
生
活
困
窮
者
が
ふ
え
る

な
か
で
、
格
差
と
貧
困
に
追
い
打

ち
を
か
け
る
も
の
だ
」
と
き
び
し

く
批
判
し
ま
し
た
。

記
者
会
見
に
先
立
ち
、
超
党
派

の
国
会
議
員
連
盟
（
会
長
・
末
松

義
規
衆
議
院
議
員
）
に
よ
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
全

国
青
年
税
理
士
連
盟
の
高
橋
紀

充
、
加
納
豊
彦
氏
が
発
言
。
制
度

導
入
に
は
連
盟
と
し
て
断
固
反
対

で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
実
務
現

場
で
起
き
て
い
る
こ
と
、
税
理
士

と
し
て
の
制
度
に
関
し
て
の
意
見

を
具
体
的
に
説
明
し
ま
し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
は
財
務
省
、
国

税
庁
、
公
正
取
引
委
員
会
、
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
職
員
が
出
席
し

ま
し
た
。

建
設
従
事
者
の
大
幅
賃
上
げ
を

インボイス中止求め

米国運動から学ぶ

フリーの会が業界横断会見

布施事務局次長が講演

新
橋
駅
前
で
イ
エ
ロ
ー
Ａ

新
橋
駅
前
で
イ
エ
ロ
ー
Ａ

三
多
摩
春
闘

三鷹武蔵野
石
綿
問
題
周
知
の
大
宣
伝

２
回
目
の
全
戸
配
布

予
算
審
議
の
都
議
会
が
開
会

軍
拡
で
社
会
保
障
が
危
機
に

都
民
へ
手
厚
い
支
援
を

求

人

求

職


